
～地域と病院を紡ぐ～ 連携広報誌

t s u m u g uVol.14
2023.1

JA神奈川県厚生連

相模原協同病院

SAGAMIHARA KYODO HOSPITAL
TEL. 042-761-6020 ／ FAX. 042-713-3525

〒252-5188 相模原市緑区橋本台4-3-1

公式ホームページ

本年もどうぞよろしくお願いいたします

明けましておめでとうございます。先生方におかれましては、新春を晴々しい気持ちでお迎えのこととお慶び申

し上げます。旧年中は、多大なるご尽力をいただき、誠にありがとうございます。
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新病院とともに開始いたしました脳卒中センターは24時間対応で市民の健康を見守っておりますが、はやくも市内の

脳外科救急の1/3を受け入れるまでに成長いたしました。それでも脳卒中に対して市内完結型医療を提供できていま

せん。今後とも脳卒中センターの充実をはかりたいと考えています。

循環器センターは脳卒中センターと同様24時間体制で市民の健康を見守っています。すでに心筋梗塞の緊急対応を

含めカテーテル治療では神奈川県下有数の施設となっていますが、さらに新病院では北里大学との連携強化を図りカ

テーテルによる不整脈治療が充実しました。はやくも年間150件のカテーテル治療（アブレーション）を行っていますが、

さらに件数は伸びる勢いです。高齢化社会では加齢とともに心房細動が増加します。心房細動とともに脳梗塞のリスク

が増加致しますので、特に生活習慣病を有する方のご紹介をご検討いただければと考えています。

救急医療については救急科のメンバーが中心となって対応しています。救急隊との連携強化もあり、救急車搬入件数

が8,500台に達する勢いです。旧病院の頃に比べて1.5倍の件数であり市内2次救急医療に貢献できるようになったと

感じています。

今年から、インターネット環境を用いて患者情報の共有化を図る取り組みを始めます。まずは、人間ドックの2次健診

相談から始める予定ですが、今後は前方連携や後方連携などに活用できればと考えています。

今年も、皆様方と顔の見える医療連携を心がける所存でございます。引き続きご指導ご鞭撻を賜りますように謹んで

お願い申し上げます。

末筆ではございますが、先生方のご健勝とご多幸を祈念いたしまして新年のご挨拶とさせていただきます。
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明けましておめでとうございます。

旧年中は当院へ多数のご紹介をいただき誠にありがとうございます。

今年も地域医療の発展のため、先生方との顔の見える連携をより強

固にするとともに、市民や先生方から信頼される病院を目指し、各科

診療に励んでいきたいと思いますので、よろしくお願いします。

明けましておめでとうございます。相模原協同病

院病院長の井關です。昨年も新型コロナとの闘い

に明け暮れましたが、何とか皆さんとともに地域医

療を守ることができました。これも皆様方からのご

理解と一方ならぬお力添えのおかげでございます。

ここに厚く御礼申し上げます。

新病院に移転し2度目の新年を迎えました。新型

コロナとの闘いも4年目に入ろうとしています。当

院は、昨年も第７波の感染爆発を筆頭として対応

に追われましたが、先生方におかれましても新型コ

ロナへの対応にご苦労されたことと推察いたします。

この1年間、数えきれないほどの対策協議の会が

開かれましたが、話し合いを繰り返す中で相模原

市の一体感が醸成されてきたのではないかと感じ

ます。当院も話し合いに参加する中で相模原北部

の地域医療の歯車の一つとして機能しつつあると

実感しております。

新年のごあいさつ

院長 井關 治和


